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事業 名 ３・３・５ 河南
か なん

川尻
かわじり

線
せん

 
事業区

分 
街 路 

事 業

主 体 
石巻市 

起点 宮城県
み や ぎ け ん

石巻市
い し の ま き し

東中里
ひがしな かさ と

三丁目
さ ん ち ょ う め

 

起終 点 

終点 宮城県
み や ぎ け ん

石巻市元倉
い し の ま き し も と く ら

二丁目
に ち ょ う め

 

延 長 ０．５０７km 

事業概要  

河南川尻線は河南町から石巻市の東部に至る延長約 11.8km の主要な幹線道路であるほか、本路線は三陸縦貫自動

車道石巻河南ＩＣへのアクセス道路となる重要な路線である。当該区間は主要地方道石巻河北線との交差点改良を含む

延長 0.507km の４車線道路とする拡幅改良事業である。 

H６事業化 
S６１年度都市計画決定 

（H９年度変更） 
H６用地着手 H１７年度工事着手 

全体事業費 約２４億円 事業進捗率 ５７％ 供用済延長 km 

計画交通量 ２５，８００台／日 

B／C  総費用 （残 事 業 ） /（ 全 体 事業 ） 総便益 （残 事 業 ） /（ 全 体 事業 ） 基準年  

  /24.08 億円  /272.91 億円 

（事業全体）  事業費：24.02 億円 走行時間短縮便益：2 64 .4 2 億円 

１１．３ 維持管理費：0.06 億円 走行費用減少便益：   7 .3 9 億円 

費用便益 

分析結果 

（残事業）   交通事故減少便益：   1 .1 0 億円 

 

平成１６年 

事業の効果等  

・円滑なモビリティの確保（旅行速度の改善） 

・都市の再生（土地区画整理との連携）         他 ６項目 

関係する地方公共団体等の意見  

三陸縦貫自動車道石巻河南ＩＣへのアクセス道路および市の東部及び西部の結節を促進する整備として地元より早期

完成要望があがっている。 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等  

土地区画整理事業、石巻市運動公園及び三陸縦貫自動車道石巻河南ＩＣ開通等のため本路線における交通渋滞はま

すます深刻化している。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

用地補償：用地買収進捗率は 62.5％で、未買収地権者の事業協力の同意と補償交渉に努めている。 

工   事：用地が計画幅員で連続して取得できている終点側より工事を着手する予定である。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

一部区間において用地補償協議が難航し、進捗率が延びない状況となっているが、用地の早期買収により工事の促進

を図っていく予定である。 

施設の構造や工法の変更等  

特になし 

対応方針 事業継続 

対応方針の理由 事業評価委員会において推進すべき事業であると判断されたため。 

事業概要図  

           

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

再評価結果（平成１５年度事業継続箇所） 

河南川尻線 

（主）石巻河北線 

旧北上川 

JR 石巻駅 

国道45 号 

L=507m 


